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ワット ・ プラ ・ ケオの巨人 ( ヤック ) 【タイ】

 「ここは、黄金色の神殿と呼ばれています。」

( たぶんかフリースクール杉並校　Rくん画 )
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ワット・プラ・ケオ

 ( エメラルド寺院 )
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多文化共生スクールサポートセンター事業　～高校生に向けての支援～

短い梅雨が過ぎ酷暑の中、コロナ禍 3年めの夏の到来です。with コロナ
の動きとともに活動のはばが、少しずつ広がっています。過去 2年間、「た

　東京都では、外国籍児童生徒数の増加が続いています。２０１３年から２０２０年の８年間で
約８６００名の児童生徒増となっています。特に小学生の増加は著しく、数年後にその多くが高
校へと進学することを考えると高校で学ぶ外国ルーツの高校生への支援の充実は不可欠です。
　都立高校入試では、外国籍生徒のための特別な入試枠として、在京外国人入試があります。８
校で実施されており、計 155 名（令和 4年 4月入学）の募集枠です。8校で学ぶ外国籍生徒につ
いては、各高校で違いはありますが、日本語支援等の体制がとられ、多国籍で多様な文化的背景
を持った生徒が学んでいます。しかし、日本語の壁を持つ生徒たちにとって、高校の学習は困難

ぶんかフリースクール」では、クラス数減、生徒数減の 7月が続いていましたが、今年は、この
6月に入国が緩和されて以来、学ぶ場を探す外国にルーツを持つ子どもたち、家族の方がたの相談
が急増しています。「2週間前に来日しました。日本の高校へ入りたいです。」「コロナ前から家族いっ
しょに生活する予定でした。ずっと待っていて、やっと入国できた。早く、勉強を始めさせたい」
等々の相談が相次いでいます。
　少子高齢化が進行する日本では、７月に発表された共同通信調査のデータ（文科省による学校
基本調査を基に算出）によると、小中学校に通う児童生徒数は 2010 年～ 2020 年の 10 年間で、
約 100 万人の減となっています。
　しかし、一方で外国にルーツを持つ子どもた
ちの数は増加し続けています。日本語や教科の
力をつけるための学び場や適切なプログラムを
求める切実な声は、子どもたち、保護者だけで
なく、学校現場からも上がっています。
　たぶんかフリースクールには、高校進学を希
望する来日間もない子どもたちや日本の中学を
卒業したが、再度日本語を学び直して進学を希
望する生徒が、都内、近県から通っています。

が多く、日本語支援者の人材不足などの
課題が山積しています。
　多文化共生センター東京では、2022 年
度から在京外国人枠校を対象とした「多
文化共生スクールサポートセンター事業」
を東京都教育委員会との協働事業として
スタートしました。8校に対して、事業コー
ディネーター 2名が 4校ずつを担当して
動き出しています。
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多文化共生スクールサポートセンター　コーディネーターの声

　今年度新たに東京都教育委員会との協働で始まった「多文化共生スクールサポートセンター」
事業のコーディネーターをしています。「日本語指導が必要な生徒と日本人生徒が共に学ぶ中で、
お互いの言語、文化、価値観等に関する理解を深め、尊重し合うことにより、国際感覚の醸成
の促進を図ること」が事業目的として謳われていますが、千里の道も一歩から！まずは在京校
のある８校が既に行っている支援を丁寧に聞き取ることからスタートしています。
　サポートセンターへの支援依頼は、日本語の補習だけではなく、教科学習の補助、進路支援、
保護者会の通訳など多岐に渡ります。相談を受け、適切なサポーターを探し、学校へ推薦する
のがセンターの主な役割です。
　現在、「多文化共生スクールサポーター」として日本語支援を中心に６６人が活躍しています
が、うち１２人は今年度から新たに高校生支援に関わり始めた方です。現役の日本語教師、元
教員、地域の日本語ボランティアなど、それぞれの知識や経験を生かして高校生を支援してい
ます。中でも、自身が外国につながる高校生だった「先輩」サポーターたちは、身近なロール
モデルとして心強い存在です。
　次号以降、サポーターとして活躍する皆さんを紹介していきます。
　　　　　　　　　　【多文化共生スクールサポートセンター　コーディネーター　坂本昌代】

日本語の支援者を増やしたい！！
　新型コロナウイルス感染症の流行下にあった 2020・21 年度、当センターの
運営するフリースクールでは入室生徒が以前に比べて少ない状況が続きまし
た。ところが、2022 年度に入ってから入室希望の相談が続き、7月末の時点で、
昨年度の生徒総数とほとんど変わらない人数がすでに在籍し、今後も相談件
数は増える傾向にあります。
　これは公立の小・中学校や高校でも見られ、今年度に編入する児童生徒は速いペースで増加が
見込まれます。しかし、この急増に対して、フリースクールでも公立学校でも、こうした児童生
徒の日本語指導や教科学習を支援する担い手の確保が追い付いていません。支援が受けられない
ことで、児童生徒の学習面だけでなく、生活面にも多くの影響が出ることから、支援者を確保し
て体制を整えることは喫緊の課題です。

※　外国にルーツを持つ子どもたちへの日本語指導の状況
　については、当センターのHPで「外国人児童生徒等に
　対する日本語指導についての調査」（中間報告）を公開し
　ています。そちらもご覧ください。

　今後、当センターでも日本語支援に
関心のある方に向けた研修を開催して、
支援体制を整えていく予定です。
　最新の情報はホームページや SNS で
公開しますので、ぜひご覧ください。

　中学校で日本語サポートを申し込んだ

が、担当者がなかなか決まらず、始まる

まで１～２ヶ月かかった。

　その間、中学校の先生が教えてくれる

こともあったが、サポートが全くない期

間もあった。

【生徒や保護者からの相談 (一例 )】



たぶんかフリースクール荒川校
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私とペアの人はバドミントンが上手ですから、

ラリーが 112 回も続きました。とてもよかっ

たです。みんな、うれしかったです。

イベント報告
スポーツ大会

　6月 29 日、株式会社セールスフォース・ジャパンの社員の皆さんと一緒にスポーツ大会を
行いました。今年はフリースクールの生徒だけでなく、3年ぶりに社員の皆さんと一緒に楽し
む形で開催することができました。当日は、生徒が 18 名、社員さんが 13 名参加して、バドミ
ントンやミニゲームを通じて交流することができました。

　今さらですが、中学生と卒業して来ている生徒の差って結構大きいなあと感じる今日この頃
です。精神的成長度がです。「たぶんか」に来て始めの何年かは「ハートフル」つまり荒川区の
中学校に入って間もない生徒を「取り出し」で午前中に日本語を教えるクラスを担当していま
した。それからフリースクールに移り、今は日本語と英語を教えていますが、時々、中学校に
在籍しつつ週に何日かだけこちらに来ている子が混じると、それがよく見えます。
　去年の夏期集中コースのクラスでは、一緒にしてクラス分けしていたため、結構大変でした。
（それで、今年は別々にクラスを編成しています。）と言っても、16 歳 17 歳の彼らが「成熟」
しているかというととんでもない！（個人差は大きいですが）油断をするとふざけたりサボっ
たりゴミを散らかしたり・・「ここは幼稚園ですか？動物園ですか？！」と怒鳴ったりしていま
す・・それはそれでとっても可愛い生徒たちですけどね ( 笑 )。
　私が最近一番よく言う言葉は「マスク！！！」です。すぐにずらしたり外したり。そして喋る。
暑いし邪魔だし気持ちはよくわかりますよね。それに語学の授業では発音がはっきり聞き取れ
ないし、私の言葉も分かりにくいだろうし（特に入門期の子たち）。一日も早くマスクなしの生
活になってほしいです！そして大きな口を開けて笑う彼らの笑顔がしっかり見たいです！！！ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【講師　渡邉まり】

　フリースクールでは身体を動かす機会がほとんどない生徒た
ちも、この日ばかりはスポーツを全力で楽しんで、いつもの授
業中とは違った、はつらつとした表情をしていました。
　社員ボランティアの皆さま、どうもありがとうございました！



たぶんかフリースクール杉並校
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　　2021 年 9月からスタートした放課後教室は、10 月から東洋大学社会学部国際社会学科村上

ゼミの大学生が活動に参加し、2022 年 3月には 5人の生徒を高校に送り出しました。現在も、
主に中学生が大学生と日本語や学校の課題などを楽しく勉強しています。教室発足時から学生
のリーダー役を務めてくれている二人の声をご紹介します。

「放課後教室に参加するまでは、日本語が堪能でない子どもと関わる機会はありませんでした。
はじめはこちらが話しかけても反応が薄く、コミュニケーションに苦労しました。ですが、だ
んだん子どもたちの笑顔が増え、向こうから話しかけてくれるようになって感動しています。
子どもたちの学習のサポートをしつつ、日本語の練習相手にもなれるよう、多文化共生センター
東京のみなさまと共に放課後教室をより良くしていきたいです。」　　　　　  （4 年　錦織）
　
「たぶんか放課後教室に参加して約 1年が経ち、私はたくさんのことを学びました。はじめて
生徒に日本語を教える時はとても緊張してどのように教えたらいいのか、私の教え方で生徒は
理解してくれるだろうかと不安でしたが、終わりの挨拶の時に生徒から「楽しかった」という
言葉を貰いました。たった一言ですがその言葉がとても嬉しかったです。言葉で伝える大切さ
を生徒から学びました。これからもそれを忘れずに生徒と接していきます。」（4年　崎間）　

　６月中に梅雨があけて、紫陽花が煤けた色に変わってしまった７月初めの杉並校です。連日の
猛暑に「暑いね。体調は大丈夫？」と朝の検温時に生徒に声を掛けています。生徒に言わせれば、
「東京より暑いところからきているので、平気！」
　杉並校が開校してから二度目の４月開講を成し遂げることができた日本語１クラス。「どんな
生徒が来るのだろう？」と楽しみにしておりました。現在、女子２人、男子４人。（スリランカ・
タイ・フィリピン・香港・韓国）
　みんな真面目で、課題によく取り組み、授業中の私語などありません。その上とても仲が良い
のです。外の階段上にある丸テーブルを囲んで、毎日一緒にランチをして、そのあとバトミント
ン。昼休みが終わると、きちんと席にもどって午後の授業に備えているという優等生たち！！おっ
と、少しほめ過ぎたかも。
　でもここにきて異変が！「宿題が多いです」「明日、試験は無理です。」など自己主張をするよ

　

たぶんか放課後教室

うになりました。ちょっとびっくりしたけれど、
これも成長の一過程とみることができます。
　７月中旬から始まる日本語２クラスの生徒たち
との出会いで、どんな化学反応をおこしてくれる
のか、これまた楽しみです。【講師　加藤寿子】　

　 昼休みのみんな

　 【撮影　杉並校　J くん】
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荒川区　ハートフル日本語適応指導事業行政との協働事業
　当センターでは、荒川区「ハートフル日本語適応指導事業」として、来日間もない生徒に、
日本語の初期指導を行っています。生徒は、まず３か月間、午前中３時間×週４日、教育セ
ンターでひらがな・カタカナなど文字や基本的な日本語を学び（通室クラス）、その後希望に
応じてプラス３か月、放課後 2時間×週 3日、さらに日常生活や学校で必要な日本語を学習
します（補充クラス）。
　私は補充クラスを担当しています。現在の生徒の出身は、ネパール、中国、オーストラリア。
日本語レベルが同じくらいなので、クラス授業でテキストを一緒に学習でき、休み時間には生
徒同士も日本語で楽しそうにおしゃべり。中学で日本人の友人との交流もあるためか、会話は
かなり上達しています。読み書きはまだまだですが、各自のペースで漢字学習などに取り組み
ます。定期考査のテスト範囲のプリントを確認したり、高校進学の話が出たりと、中学生なら
ではの課題にも向き合います。また、放課後のため、学校の勉強や運動会の練習などで疲れて
いる生徒もチラホラ。時には、しりとりなどのゲームや、作文の発表、旅行体験を話すなど、

高校進学ガイ画画ダ画画ン画画ス

楽しく学習できるよう工夫を重ねています。まもなく３か月が終わる生
徒を送りだす一方、また新しい生徒が入る予定で、あわただしくも楽し
い日々です。    【講師　野原】

・多文化共生センター東京　HP　　　　　　　　　
　https://tabunka.or.jp/　
・多言語高校進学ガイダンス in Tokyo　HP　　
　http://www.tokyoguidance.com

◎ 最新のガイダンススケジュールや
高校入試に関する情報は、当センター
やガイダンスのHP で見ることがで
きますので、こちらもぜひご活用く
ださい。

　7月 3日 ( 日 ) に東洋大学白山キャンパスで「日本語を母語としない親子のための多言語高校進
学ガイダンス」を行いました。
　当日、相談者は 42 家族 77 人で、6か国出身の
親子が来場し ( 右表 )、通訳は中国語、タガログ語、
ネパール語、英語の 4言語で対応しました。

参加数（組） 42組  
(生徒 38 人 保護者等 39人) 

ルーツのある国 中国、フィリピン、 
ネパール、トルコ、ベトナム、 
ニュージーランド 

 
　今回は、個別相談に入る前に、高校受験に関する基本情報
を伝える全体説明を行いました。終了後のアンケートでは、「他
では得られない情報を手に入れることができた」という声を
参加者から頂き、外国にルーツを持つ親子が進学についての
情報を得られる機会の必要性をいっそう強く感じました。
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ボランティアの

　4月より、荒川校の事務局スタッフに加わりました渡邊美由紀と
申します。
　2006 年よりさいたま市の小中学校で日本語指導員をしておりまし
た。2017 年より日本語指導担当教員として市内の中学校に勤務し、
長い時間を過ごしてまいりました。学校現場では支援の限界もあり、
新しい目標を、と思案しておりました時に多文化共生センター東京
に出会いました。ただ、わたしは長年日本語を教えることしかして

　2019 年に初めてこちらのボランティア活動に参加しました。その時は、子どもや親と一緒に
日本語を勉強したり、他の参加者と交流したりしたことが印象に残りました。コロナになって
から、オンラインで参加し始めました。
　オンラインでの工夫として、zoomの機能を有効に使って、チャットで日本語の読み方や意
味などを送りました。理解しにくい内容には、ネット上で、動画を見ながら、説明しました。
このような方法だと、子どももわかりやすく、勉強のテンションもあがりました。子どもと関
わる際に、「わかりましたか」としっかり聞かないと，学習効果を把握しにくく，また今後の学
習にも影響があると感じました。
　毎回異なる子どもとペアになり、学習内容も違いますし、限界にぶつかることもありましたが、
子どもと関わる機会があることで、知らない分野の知識を調べられ、自分自身にも勉強になり
ました。また、スタッフの方やボランティアの方と交流しながら、様々な考え方を吸収でき、
わたしにとっては貴重な経験になっています。【ボランティア　馬瑩】

  渡邊　美由紀 さん

スタッフ

きませんでしたので、教務としての仕事の忙しさに毎日圧倒されております。何もわからないと
ころから、すべてを見渡しながら仕事をしなければいけないというところで、時には挫けそうに
なるときもありますが、「新しい職場でも頑張って！」と背中を押してくれた教え子たちの笑顔
を思い出しながら日々頑張っております。また、事務局の皆さんや、講師の先生方にも温かく迎
えていただき、感謝しております。何よりフリー
スクールの生徒たちと話すのが今はとても楽しい
です。
　時には厳しく、楽しい時はみんなで楽しみなが
ら、元気に明るく頑張っていきたいと思っており
ます。どうぞよろしくお願いいたします。



基本的人権の尊重
「ことば」「制度」「こころ」の壁に起

因する社会的不公平によって、誰もが

等しく持つ権利が損なわれる不公平を

是正する

少数者への力づけ（エンパワメント）
自分の文化や言語を享受できる環境づくり

や安心して自分を出せる居場所づくりによ

り、少数者自らが自分自身を支えていく

社会へのアプローチ
「日本人」・日本社会が少数者の置かれてい

る状況を理解するとともに、多文化共生社

会の意味や大切さ、（大変さ・楽しさ）を理

解し、多数者である「日本人」も変わり、

少数者とともに生きていく。

多文化共生センター東京の趣旨に賛同し、団体運営にかかわってくださる方

■ 正会員　年会費 5,000 円（年次総会での議決権あり）

■ 賛助会員（個人）1 口  年会費 1,000 円 (3 口以上 )

■ 賛助会員（団体）1 口  年会費 30,000 円 ( 複数口可 )

当座 0407588

加入者名：

トクヒ）タブンカキョウセイセンタートウキョウ

ゆうちょ銀行　〇一九店　　
名義：多文化共生センター東京多文化共生センター東京

ホームページよりお申込み

多文化共生センター東京の活動や、当団体で学ぶ子どもたちをサポートするさまざまなご支援方法があります。

00110-8-407588

振込用紙に、銀行振込の場合はお振込後に

メールや電話で、「入会希望」もしくは「寄付」

をご指定いただき、名前・住所・電話番号・

メールアドレス・ニュースレターへのお名

前掲載の可否をお知らせ下さい。

正会員
賛助会員

経済的な理由から「たぶんかフリー

スクール」の授業料を負担すること

が難しい家庭の子どもたちへの支援

多文化共生センター東京

の活動全体へのご支援

毎月定額のご寄付を継続的にお寄せいただくご支援
（月額 1000 円、3000 円、5000 円、10000 円）

その他任意の金額も設定いただけます

※詳しくはホームページ、またはお気軽にお問い合わせください。
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編集：多文化共生センター東京（今号の担当：信田将臣）

発行：認定 NPO 法人 多文化共生センター東京

※「みんぐる」は英語“mingle”=「（2 つ以上のものが各要素が区別できる程度に）混ざる・一緒にする・交流する」から名づけました。

事務局・たぶんかフリースクール荒川本校
Tabunka free school, Arakawa Main Campus
所在地：〒116-0002　東京都荒川区荒川 3-74-6　メゾン荒川Ⅱ 201 号室
Maison Arakawa Ⅱ　Room 201  3-74-6  Arakawa, Arakawa-ku Tokyo

ＴＥＬ／ＦＡＸ：03-6807-7937　Ｅ-mail：info@tabunka.or.jp

Open：火曜日～金曜日 9：00 ～ 18：00　土曜日 10：00 ～ 19：00

Access： JR三河島駅から徒歩 5 分、 千代田線町屋駅から徒歩 12 分

              京成線新三河島駅から徒歩 5 分

たぶんかフリースクール杉並校  Suginami Campus
所在地：〒167-0021 東京都杉並区井草 2 丁目 35-5
２-３５-５ Igusa, Suginami-ku Tokyo

ＴＥＬ／ＦＡＸ：03-6915-0200

Open：火曜日～金曜日 9：00 ～18：00

Access：西武新宿線「井荻」駅北口から徒歩 15 分、「下井草」駅北口から徒歩 12 分

　　　　  西武池袋線「富士見台」駅南口から徒歩 18 分

　https://tabunka.or.jp/

　facebook.com/tabunkatokyo

　@tabunka_tokyo

地図は、上の QR コードをご利用ください。
多文化の HP の「連絡先・アクセス」に
つながります。


